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ご注意事項

 こちらの資料では、質問の変更点について紹介するものです。評価基準の変更点については、こちらの資料
では取り上げておりません。

 こちらの資料では、主要な変更点について取り上げます。軽微な変更点やセクター固有質問での変更点など
を含む、すべての変更点を網羅するものではございません。

 こちら資料は、2022年3月に作成しております。作成時以降に適用された質問書への変更は、本資料には反
映されておりません。

 質問書に関する最新の詳細な公式情報については、こちらをご確認ください。質問書ガイダンス、2021年
からの質問書の変更点、評価基準、2021年からの評価基準の変更点、評価時の重みづけ等の資料をご覧い
ただけます。

 日本事務局でも、順次、日本語での情報提供をいたします。こちらからウェビナー情報をご確認ください。

 ニュースレターにご登録いただくことで、日本事務局からのウェビナー予定や、日本語での補足資料の公開
を含む、様々な情報をタイムリーに受け取ることできます。

 登録画面

 バックナンバー

 2022年の回答締め切りは2022年7月27日となります。

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies
https://japan.cdp.net/events
https://cdp-jp.net/1623216215
https://japan.cdp.net/reports
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変更点の概要

主要な変更点の詳細

資料の内容
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変更点の概要
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2022年の変更範囲

質問書の70％は、「変更なし」または
「軽微な変更」となっています

 25の新しい質問

 2022年の合計質問数は130で、昨年よりも
15問増加 (セクター別質問とサプライ
チェーンモジュールを除く) 

回答ルートにより、回答すべき質問が変
わるため、これらすべての質問が提示さ
れることはありません
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モジュール別の変更点

0% 20% 40% 60% 80% 100%

C0 Introduction

C1 Governance

C2 Risks and…

C3 Business…

C4 Targets and…

C5 Emissions…

C6 Emissions data

C7 Emissions…

C8 Energy

C9 Additional…

C10 Verification

C11 Carbon…

C12 Engagement

C15 Biodiversity

C16 Signoff

モジュール別の変更の割合

マイナーチェ

ンジ
修正質問

新しい質問

変化なし

軽微な変更



主な変更点のサマリー

削除された質問 新しい質問 修正された質問

低炭素移行計画に関する2つの
質問 - C3.1に統合されました。

気候関連のリスクと機会および戦
略に関する3つの質問が、C3.1と
C3.2に統合されました。

排出量算定方法に関する1質問

公共政策への関与に関する4つの
質問 - 1つは置き換えられ、2つは
C12.3に統合され、1つはC12.3c

に統合されました。

ISIN番号を要求するサプライ
チェーンモジュールの2つの質問
がC0.8に置き換えられました。

C0.8 -組織の固有の識別番号（ISIN番号
など）

C1.1d -気候関連問題に関する取締役会レ
ベルの能力について

C3.2b -シナリオ分析に関して

C3.5およびC3.5a - 1.5˚Cの世界との財務
上の整合性

C5.1～C5.1c -報告期間中の構造的変化

C6.5a -過去のスコープ3排出量の再回答

C8.2g -国別の非燃料エネルギー消費量

C8.2h～C8.2m - RE100メンバー向け、再
生可能エネルギーと低炭素の熱、蒸気、
冷房について

C12.2 および C12.2a -気候関連の要求事
項の詳細。

C15 -生物多様性に関する新モジュール

C0.3, C4.5, C5.2 - 質問文を修正。
C2.3a - 追加・削除されたプルダウン選択肢
C3.1 - 2021年時の複数の質問はこの質問に統合さ

れました。
C3.2, C6.4a, SC1.1 - 新しい列の追加
C3.2a - 問題文の修正、列の新設と削除、新しい

プルダウン選択肢
C4.1 - プルダウン選択肢の削除
C4.1aおよびC4.1b - いくつかの新しい列、および

プルダウン選択肢の新設と削除
C4.2a - 新しい列と削除された列
C4.2b, C4.2c - 複数の列が追加され、新しいプル

ダウン選択肢が追加
C4.5a, C12.3, C12.3a, C12.3b, C12.3c - 問題文を

修正し、いくつかの列を追加
C6.5 - 新しいプルダウン選択肢とガイダンスの明

確化
C7.5, C8.2c, SC2.2a - 1つまたは複数の削除され

た列
C8.2e - 問題文の修正、4つの新しい列、新しいプ

ルダウン選択肢
C12.1a - 4つの新しいプルダウン選択肢



主要な変更点の詳細
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C0 はじめに
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2022年版モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 エミッションデータ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

新質問市場固有の識別番号（0.8）

一般的な会社の説明（0.1）

報告年（0.2）

通貨 (0.4)

国 (0.3)

報告バウンダリー（0.5）

関連性と依存性（セクター固有）

C0 はじめに



C0 - はじめに
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 ISINコードをはじめとする市場識別番号は、債券、先物、株式などの有価証券の識別に国際的に使用さ
れています。固有の識別番号を提供することで、企業の対応の透明性を高めることができます。

(C0.8) 御社は、ISINコードまたはその他の一意の識別番号（Ticker、CUSIPなど）を持っていますか

新質問



C1 ガバナンス
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2022年版モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 エミッションデータ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C1 ガバナンス

取締役会の監督（1.1）

経営責任（1.2）

従業員のインセンティブ（1.3）

新質問



C1 - ガバナンス

持続可能な未来に向けて事業を成功に導くためには、監督/意思決定の機関が関連する専門性を有していることが不可欠
です。このような能力を取締役会レベルで持つことで、気候変動関連のリスク、機会、影響について理解し、対応する
という企業のコミットメントを示すことができます。

 CDPでは気候関連問題に関する知識・能力を定義しておりません。その代わりに、企業は取締役会の気候関連の理解を
評価するために使用する指標を提供するよう求められます。
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(C1.1d) 御社では、気候関連の問題に精通した取締役を一人以上置いていますか？

新質問



C2 リスクと機会
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2022年版モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 エミッションデータ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C2 リスクと機会

マネジメントプロセス（2.2）

リスク開示（2.3）

機会開示（2.4）

修正質問



C2 - リスクと機会

急性および慢性の物理的リスク要因のリストが、持続可能な事業活動に関するEUタクソノミー(分類法)で
特定されたリスクに合わせて更新され、収集されるデータの粒度が向上しています。

修正質問

(C2.3a) 御社の事業に財務上または戦略上の重大な影響を与える可能性のあるリスクの詳細を記入して
ください。



C3 事業戦略

14

2022年版モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 エミッションデータ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C3 事業戦略

戦略と財務計画（3.3 – 3.5）

気候関連のシナリオ分析（3.2）

気候移行計画 (3.1) 修正質問

2つの修正された質問

新質問

2つの新質問



C3 – 事業戦略

 2021年の質問C3.1a、C3.1b、C3.5がなくなり、1つの質問に統合されました。

企業が気候移行計画を策定することで、1) その企業が長期的な気候変動目標に沿って行動していること、2)ネット・ゼ
ロ経済においてもそのビジネスを継続することが可能であると、データユーザーは確信を持つことができます。
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修正質問

(C3.1) 御社の戦略には、1.5℃の世界に整合した移行計画が含まれていますか

すべて
新しい列



C3 – 事業戦略

 2021年の質問C3.1a、C3.1b、C3.5がなくなり、1つの質問に統合されました。

企業が気候移行計画を策定することで、1) その企業が長期的な気候変動目標に沿って行動していること、2)ネット・ゼ
ロ経済においてもそのビジネスを継続することが可能であると、データユーザーは確信を持つことができます。
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修正質問

(C3.1) 御社の戦略には、1.5℃の世界に整合した移行計画が含まれていますか

すべて
新しい列

気候移行計画とは：既存の資産、操業、ビジネスモデル全体を、最新の野心的な気候科学の
推奨事項に整合した軌道に向けていくための戦略を、どのように達成するかを明確に示した
期限付きの行動計画 ※移行計画に関するCDPテクニカルノート（リンク）

 1.5℃の世界との整合とは：IPCCの報告書、特にIPCC第6次評価報告書（AR6）およびIPCC
地球温暖化に関する1.5℃特別報告書（SR1.5）に示された、パリ協定の長期気温目標を指し
ます。Science-based Targetsイニシアチブによると、1.5℃の世界に合わせるということは、
遅くとも2050年までにスコープ1、2、3の排出量をゼロ、またはゼロに近い状態にした上で残
存する排出量を中和することを意味しています。

https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/guidance_docs/pdfs/000/003/197/original/CDP-technical-note-Climate-transition-plans.pdf?1645792315


C3 - 事業戦略

この質問は、企業が気候関連のリスクと機会を検討する際に、起こりうる未来の範囲をどの程度考慮しているかをデータ
ユーザーに示すものです。

 2021年の質問C3.2bは、C3.2に新しい列として統合されました。この新しい列は、１列目で「No」と回答された場合のみに表示されます。
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修正質問

(C3.2) 御社では気候関連のシナリオ分析を戦略に活用していますか

新しい列



C3 – 事業戦略

データユーザーは、企業が気候関連のシナリオ分析を戦略の指針としてどのように活用しているか、また、具体的にど
のようなシナリオを使用しているのかに関心を持っています。

 2021年の質問では、「詳細」という1つの列に様々な情報を記載いただいていましたが、2022年には列が3つに分割され
ております：シナリオ分析の1) カバー範囲、2) 想定する気温上昇幅、3) 仮定や分析手法の説明

気候関連のシナリオが「移行シナリオ」と「物理シナリオ」に分類されました

18

修正質問

(C3.2a) 御社における気候関連のシナリオ分析の利用について、詳細を記入してください

新しい列
Physical climate scenarios
• RCP 1.9
• RCP 2.6, etc.

, etc.

複数のシナリオを活用している場合には、
行を追加して回答いただきます



C3 – 事業戦略

焦点となる質問：シナリオ分析を通じて解決しようとしている質問で、シナリオ分析の方向性を決定する重要な要素。

新質問：シナリオ分析の「焦点となる質問」と、その質問に対する「シナリオ分析の結果」をご記載ください。この情
報を通じて、データユーザーは企業が何を目的としてシナリオ分析しているのか、その分析結果が事業の戦略策定にど
のように影響したのか/反映されたのかを知ることができます

19

(C3.2b) 御社が気候関連のシナリオ分析を用いて解決しようとしている焦点となる質問の
詳細を説明し、これらの質問に関する結果を概説してください。

新質問

「焦点となる質問」に関するTCFDのガイダンス

「焦点となる質問」を定義することが重要なのは、これが、シナリオ構築・分析の際の多くの意思決定において重要なアンカーポイントと
なるからです。「焦点となる質問」を考えることで、企業は「気候変動が自社（会社全体、事業部、製品、原材料、顧客セグメント）に
どのような影響を与えるか、自社は何をいつすべきか」という大きな質問における、シナリオ分析での焦点を明確にすることができます。

企業が考えるべき質問としては以下のようなものが考えられます。

 どのような将来の可能性を探る必要があるのか？

 意思決定をサポートするために必要な変数は何か？

 どのような要因（forces and development）が将来のパフォーマンスを形成する上で効力を持つのか？



C3 – 事業戦略

 1.5℃の世界に整合した支出と売上を特定することは、企業が財務と気候変動対策をどの程度整合させているか
を理解するための前提条件となります。

これらの質問は、企業の気候移行計画を、財務的な観点から透明化するものです

どのような支出/売上を1.5℃の世界への移行と整合していると見なすかは、各企業の判断に委ねられていますが、
その判断基準や、割合の計算に含めた製品/技術/サービスの例について説明が必要です。

20

(C3.5) 御社は財務会計の中で、1.5℃の世界への移行に沿った支出/売上を特定していますか

(C3.5a) 1.5℃の世界への移行に整合した支出/売上の割合を定量的にお示しください

新質問

この中から、少なくとも１つを選んで、回答いただきます。
2つ以上を回答される場合には、行を追加してください。



C4 目標と実績
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2022年版モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 エミッションデータ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C4 目標と実績

排出量目標について（4.1）

その他の気候変動関連の目標（4.2）

排出量削減の取組（4.3）

低炭素製品（4.5）

メタンの目標（4.2b）

土地の管理方法（セクター固有）

3つの修正された質問

3つの修正された質問

2つの修正された質問



C4 - 目標と実績

 2021年の質問では1つの列で目標の対象となるスコープの回答を求めていましたが、開示データの質を向上させるため、 2022年ではス
コープ2とスコープ3向けに、新しい列が追加されています。「Scope(s)」の欄での回答を受け、その目標に関連する欄のみ表示されます。

 2021年の質問では、対象とする全スコープの総排出量を求めていましたが、2022年からはスコープ別に「基準年」と「報告年」の排出量
の記入欄を設け、スコープごとに排出量の内訳を回答いただきます。「Scope(s)」の欄での回答を受け、その目標に関連するスコープの
内訳のみが求められます。

 「進行中の目標」に対しては達成計画を、「達成された目標」に対しては達成に最も貢献した取組について記載する欄を新たに追加して
います。
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修正質問

(C4.1a & C4.1b) 排出総量 / 排出原単位の目標と、それらの目標に対する進捗状況
の詳細をご記入ください

進行中のターゲ
ットに対して

達成済みの目標
に対して

基準年、目標年
のスコープの内

訳



C4 - 目標と実績

 2022年から原単位目標を報告することができなくなり、本質問は低炭素エネルギーまたは再生可能エネルギーの割合
(%) に絞って質問する形式に変更されました。

進行中の目標に対しては目標達成のための計画の詳細を、達成した目標に対しては最も貢献した取組を記載する列が追
加されました。
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修正質問

(C4.2a) 低炭素エネルギーの消費量または生産量の増加に関する目標の詳細をご記入ください

新しい列

低炭素または再生可能エネルギーの割合に焦点を当てた改訂版



C4 - 目標と実績

 SBTiに関するプルダウンの選択肢は、バリューチェーン・エンゲージメント目標に関するより明確なデータを収集する
ために修正されました。

進行中の目標に対しては目標達成のための計画の詳細を、達成した目標に対しては最も貢献した取組を記載する列が追
加されました

修正質問

(C4.2b) メタンの削減目標を含む、その他の気候関連の目標の詳細をご記入ください

SBTiに関する選択肢は
3つに分かれました

新しい列

24



C4 - 目標と実績

 SBTiのネットゼロ基準の公開に伴い、関連するプルダウンの選択肢が更新されました。

 3つの新しい列にて「中和（炭素除去）」「バリューチェーンを超えた排出量の低減のための取組計画」についてご説
明いただきます。
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修正質問

(C4.2c) ネットゼロ目標の詳細をご記入ください

新しい列新しいプルダウンの選択肢



C4 - 目標と実績
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(C4.5a) 低炭素製品に分類される、あるいは第三者がGHG排出を回避することを可能にする 御社の製品
および/またはサービスの詳細をご記入ください

修正質問

(C4.5) 既存の商品・サービスの中に、低炭素製品に分類されるもの、あるいは第三者がGHG排出
を回避することを可能にするもの がありますか

「低炭素製品」の定義の変更に伴い、「第三者がGHG排出
を回避することを可能にする製品」の言及が質問文からなく
なりました。これらの製品が、改定された「低炭素製品」の
定義に含まれるためです。

低炭素製品/サービスにより回避された排出量の推定値及び
推定の方法について回答いただく列が追加されました。

製品/サービスのタイプついてに回答する列が追加されまし
た。選択肢はIEAのクリーンテクノロジーリスト及びClimate 
Bonds Taxonomyに基づいています。

これらの変更により、企業は自社の低炭素製品ポートフォリ
オについてより詳細な説明ができるようになります。

修正質問

「低炭素製品」の定義の変更

従来の延長線上（BAU）のシナリオまた

は類似機能を持つ参照製品と比較して、
ライフサイクル全体を見た排出量が少な
い製品またはサービス。その製品やサー
ビスは、2050年またはそれより早い時期

に、ネット・ゼロを達成することに貢献
する、またはそれを妨げないものでなけ
ればなりません。



C5 排出量算定方法
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2022年気候変動

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C5 排出量算定方法

基準・報告年の変更報告（5.1）

基準年の排出量（5.2）

算定基準・方法（5.3）

4つの新しい質問

修正質問



C5 - 排出量算定方法
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新質問

企業構造、排出量算定方法のバウンダ
リや方法の変更に伴う排出量の前年比
の変化をよりよく理解するために、一連の
新しい質問を追加しました。

大幅な変更があった場合、企業の排出
量の全体像が変わり、意味のある過去の
比較が難しくなります。この新しい質問に
より、データ利用者は、回答者が変更や
誤りの結果、基準年の排出量を再計算
したかどうかを把握することができます。

(C5.1c) C5.1aおよびC5.1bで報告された変更または誤りの結果として、
貴社の基準年の排出量を再計算しましたか？

(C5.1b) 報告年度において、貴社の排出量算定方法、バウンダリや報告
年度の定義を変更しましたか？

(C5.1a) 貴社は、報告年度に何らかの構造変更を行ったか、あるいは今
回の排出量データの開示において過去の構造変更を考慮していますか？

(C5.1) 今年はCDPに排出量データを報告する最初の年ですか？

(いいえ)



C5 - 排出量算定方法
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修正質問

(C5.2) [2021 C5.1] 基準年、および基準年の排出量を記入してください。

スコープ3カテゴリーの基準年排出量を報告するための新しい行

GHGプロトコルのスコープ3の基準に沿って、スコープ3の排出量には基準年を設定する必要があります。

スコープ3のカテゴ

リーごとに新しい
行を追加



C6 排出量データ
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2022年気候変動

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C6 排出量データ

スコープ1、2、3の排出量データ（6.1～6.3, 6.5）

スコープ1と2の除外項目について（6.4）

生物起源炭素データ（6.7）

スコープ1と2の排出原単位（6.10）

ライフサイクル排出量評価（部門向け）

その他の排出量データ（部門向け）

新質問

修正質問

修正質問



C6 - 排出量データ

除外項目の大きさの推定値と、推定値の説明を求める欄を追加しました。

これらは、除外項目の理解を深め、企業の排出量インベントリの完全性を評価するのに役立ちます。
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修正質問

(C6.4a) 選択した報告対象範囲内にあり、開示に含まれていないスコープ1およびスコープ2の排出源の
詳細を提供してください。

新設回答欄



C6 - 排出量データ

排出量計算方法の欄は、記述回答方式からGHGプロトコル Scope 3ガイダンス*に基づくリスト選択に変更されました。
このリストは、回答者が使用する計算方法の指針となり、データ利用者にとってはデータがより明確になります。

32

修正質問

(C6.5) 貴社の全世界のスコープ3排出量の総計を説明し、除外項目があればそれを開示し説明してくだ
さい。

新しい回答選択肢

o サプライヤー固有の手法
o ハイブリッド(複合)手法
o 平均データ手法
o 支出額に基づく手法
o 平均的製品手法
o 平均支出に基づく手法
o 燃料に基づく手法
o 距離に基づく手法

o 廃棄物の種類特有の手法
o 資産特有の手法
o リース資産特有の手法
o 拠点特有の手法

o 使用段階の直接的排出の算定、
具体的に教えてください。

o 使用段階の間接的排出の算定、
具体的に教えてください。

o フランチャイズ特有の手法
o 投資特有の手法（投資割合）
o その他、指定してください

化石燃料の輸送（海上を含む）、貯蔵、送電、流通に責任を持つ企業に対して、スコープ3のカテゴリー11「販売した製品の使用」の排出
量の開示に関するガイダンスを明確にするための注記が追加されました。

*Technical Guidance for Calculating Scope 3 Emissions

本文およびAppendix D 参照。



C6 - 排出量データ

スコープ3の排出量を最大3年間、カテゴリー別に再記載できる質問を追加し、スコープ3の排出量データの長期的な追跡を改善し
ました。この質問により、長期的で一貫したデータセットによる、有意義な排出量データの比較を可能にしました。

 C0.2にて、報告年以前の排出量データも報告すると回答している場合に、こちらの質問が表示されます。

33

(C6.5a) 過年度のスコープ3排出量データを開示または再記載してください。

新質問

・・・

（各カテゴリ
の記載）



C8 エネルギー
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2022年気候変動

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C8エネルギー

エネルギー支出額の総支出比割合（8.1）

エネルギー関連の活動状況（8.2）
新しい質問

修正質問

交通関連の効率性に関する指標（部門向け）

原料消費量（部門向け）

輸送＆供給（部門向け）

資本財の効率性に関する指標（部門向け）



C8 - エネルギー

質問は固定列の表に変更され、特定の燃料の
長いリストではなく、大まかな燃料カテゴリ
ーの短いリストのデータを要求するようにな
りました。

報告の作業を減らすために質問を簡素化しま
した。また、C8.2cでは、排出係数のデータ
を求める３つの欄が削除されました。

35

修正質問

(C8.2c) 貴社が消費した燃料の量 (MWh, 原料を除く) を燃料の種類別に記載ください。

大枠の燃料分類
に変更

燃料 (原料を除く)：

・持続可能バイオマス

・その他のバイオマス

・他の再生可能燃料

・石炭

・石油

・化石由来ガス

・他の非再生可能な燃料

合計



C8 - エネルギー
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データの粒度を上げ、質問内
での繰り返しをなくすために
質問を修正しました。

調達方法を更新しました。

 ･エネルギーキャリア(担体)
･使用したトラッキング手法
･発生国または地域
･エネルギー生成施設におけ
るコミッショニング(稼働/供
給)年
を回答する欄を新設。

修正質問

(C8.2e) C6.3で報告された市場ベースのスコープ2の数値において、ゼロまたはほぼゼロの
排出係数で計上された電気、熱、蒸気や冷熱の量の詳細情報を提供してください。

新設回答欄



C8 - エネルギー

購入/取得エネルギーと自家生成エネルギー（燃料以外）の消費量の内訳を回答します。

（一部の情報はC7.5で求められていましたが、代わりに本質問になります。）

エネルギー消費量は、国別に関連の法律が適用される水準であることが多いため、内訳の説
明はデータ利用者にとって有用です。
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(C8.2g) 国別の燃料以外のエネルギー消費量の内訳を提供してください。

新規質問

国/地域 電力の消費量 熱･蒸気･冷熱の消費量 非燃料ｴﾈﾙｷﾞｰ消費計 (RE100企業のみ)



C8 - エネルギー

 RE100メンバーのみを対象と
した6つの新しい質問（C8.2e
の質問は外れます）

これらの質問は、これまでに
RE100のスプレッドシートで
報告されたデータポイントを
求めるものです。

この情報をCDP気候変動に関
する質問票を通じて開示する
ことで、報告が容易になりま
す。

38

RE100メンバー企業への
新しい質問

(C8.2m) 報告期間中に貴社が直面した、再生可能エネルギー電力の調達に関する国
別の課題の詳細を提供ください。

(C8.2l) 報告年度において、貴社は、再生可能な電力を調達する上で何か課題に直面
しましたか？

(C8.2k) 貴社の再生可能エネルギーの電力調達戦略が、あなたが事業を行っている国
/地域の送電網に新しい容量をもたらすことに、直接的または間接的にどのように貢
献しているかを説明してください。

(C8.2j) 報告年度における、貴社の国別の再生可能エネルギー発電量の詳細を提供く
ださい。

(C8.2i) 報告年度における貴社の低炭素熱、蒸気、冷熱の購入について、国別に詳細
を記入ください。

(C8.2h) 報告年度における貴社の再生可能エネルギー電力購入量の詳細を国別に記入
ください。



C12 エンゲージメント
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2022年気候変動

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C12 エンゲージメント（協働）

バリューチェーンでの協働（12.1）

外部への情報発信（12.4）

公共政策への働きかけ（12.3）

サプライヤーへの気候関連の要求（12.2） 2つの新質問

4つの修正質問

修正質問



C12 - エンゲージメント

 これらの質問は、サプライヤ ーエンゲージメントの
コンプライアンス関連の選択肢をC12.1および
C12.1a から移動し、拡大するものです。

サプライヤーに対する気候関連の要請事項をより
詳細に記載することで、データの利用者は、サプラ
イチェーンを通じた行動の推進に対する貴社のコミ
ットメントの程度を理解することができます。
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(C12.2) 貴社の購買プロセスの一環として、サプライヤーは気候
関連の要請事項を満たさなければなりませんか？

(C12.2a) 貴社の購買プロセスの一環としてサプライヤーが満た

すべき気候関連の要請事項と、実施されている遵守への仕組み
の詳細を提供してください。

新質問

新質問

はい：契約に含まれる／契約条件にはない ⇒ C12.2aへ
いいえ：2年以内に導入予定／導入予定はない



C12 - エンゲージメント

質問C12.3fとC12.3gは質問C12.3に統合され、パリ協定の目標に沿った貴社の働きかけ実施や
公的なコミットメントを回答・添付できる機能が追加されました。これらの変更により、質問
の効率化が図られています。
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修正質問

(C12.3) 貴社は、気候に影響を与えうる政策、法律、または規制に直接または間接的に
影響を与える可能性のある活動を行っていますか？



C12 - エンゲージメント

新しい回答欄では、政策立案者と関与する政策、法律、規制の詳細と、パリ協定の目標とのエンゲージ
メントの整合性を問う形に変更されています。

回答者が政策決定者との直接関与について、より詳細な情報を提供するために質問を拡張しました。
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修正質問

(C12.3a) 報告年度において、気候に影響を与える可能性のあるどの政策、法律、または規制について、
貴社は政策立案者と直接関わっていますか？



C12 - エンゲージメント

業界団体に提供された資金の詳細を求める2つの新しい回答欄。

パリ協定の目標とエンゲージメントの整合性について、新たに1つの回答欄を追加しました。
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修正質問

(C12.3b) [2021 C12.3c] 気候に影響を与えうる政策、法律、規制について影響を与える可能性のある、
貴社が関与する業界団体の詳細を提供してください。

Trade association drop-down options (column 1)
• Advanced Energy Economy (AEE)
• Alliance of Automobile Manufacturers
• American Chemistry Council

…
• Japan Business Federation (Keidanren)
• Japan Chemical Industry Association

…



C12 - エンゲージメント

この質問は、気候に影響を与える可能性のある政策、法律、規制に影響を与える
活動を行っている他の組織への資金提供の詳細を求める表に変更されました。

この変更により、質問の焦点が資金調達の問題に絞られ、データ利用者にとって
のデータの質が向上します。
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修正質問

(C12.3c) [2021 C12.3e] 報告年度に、気候に影響を与えうる政策、法律、または規制に影響を与える
可能性のある活動を行っている他の組織に提供した資金の詳細を記入してください。



C15 生物多様性
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2022年気候変動

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量の内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SCサプライチェーン

FW-FS金融サービス

C15 生物多様性（6問）

取締役会レベルの監督（15.1）

公共への宣言・賛同（15.2）

バリューチェーンへの影響（15.3）

他の生物多様性関連情報（15.6）

指標と実績の監視（15.5）

生物多様性に関する行動（15.4）

生物多様性に関する6つの新しい質問による、
新しいモジュール

IUCN (国際自然保護連合) のCorporate Reporting on Biodiversity Guidelines

を元にした質問

(設問形式)

選択/記述

選択

選択

選択

選択

選択/添付



C15 - 生物多様性

生物多様性に関する6つの新し
い質問を含む、すべての回答
企業に対する新しいモジュー
ル。

回答者がどの程度生物多様性
戦略を実施しているかについ
てのデータを収集することと
、企業が情報を報告すべき重
要な分野を示すためです。

46

(C15.6) 本報告書年度の生物多様性関連の課題に対する貴社の対応について、
CDP回答以外の場所で情報を公表しましたか？ある場合は、その情報を添付
してください。

(C15.5) 貴社は、生物多様性関連活動の実績を監視するために生物多様性指
標を使用していますか？

(C15.4) 生物多様性関連のコミットメントを推進するために、貴社は報告年
度にどのような行動を取りましたか？

(C15.3) 貴社は、バリューチェーンが生物多様性に与える影響を評価してい
ますか？

(C15.2) 貴社は、生物多様性に関連するコミットメントの実施やイニシアチ
ブの支持をしましたか？

(C15.1) 生物多様性に関連する問題について、貴社内の取締役会レベルの監
督や経営陣レベルの責任がありますか？

新しいモジュール



SCサプライチェーン

@CDP
47

SCサプライチェーン

2021年版モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量の内訳

C8エナジー

C9 追加指標

C10検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 サインオフ

SCサプライチェーン

イントロダクション (SC0)

2022年版モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量の内訳

C8エナジー

C9 追加指標

C10検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオへの影響

C15 生物多様性

C16 サインオフ

SC サプライチェーン

FW-FS金融サービス

顧客への排出量の配分（SC1）

サプライチェーンのメンバーとの協業機会（SC2）

製品レベルのデータ (SC4)

修正質問

顧客企業からの回答要請を受けていない企業には、こちらのサプライチェーンモジュールは
表示されません。



SC - サプライチェーン

サプライチェーンプログラムの各メンバーに販売された商品/サービスの市場価値または数量を求める欄を新設

これにより、データの質が向上し、サプライチェーンのメンバーが報告の正確性を確認できるようになります。
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修正質問

(SC1.1) 報告年に販売した商品またはサービスに応じて、以下の顧客に排出量を割当ててください。

要請元に供給された商品/サービス
の額または量

供給された商品/サービスの額・量
の単位 (選択)

：数値回答



CDP

Japan@cdp.net

www.cdp.net (グローバル)

https://japan.cdp.net/ （日本リージョナルサイト）

http://www.cdp.net/
https://japan.cdp.net/

